
 
 

 
 
 

 
 

１ 趣  旨  地域づくりや人づくりを推進する生涯学習・社会教育の中核を担う社会教育主事等の専

門性を高めるとともに、関係する行政職員（生涯学習関連施設を含む）や社会教育委員等各

種委員、社会教育団体関係者等が一堂に会して、地域の生涯学習・社会教育を推進する上で

の課題と、その解決に向けた方策について理解を図る。 

２ 主  催 北海道教育委員会 

３ 後  援 北海道社会教育主事会協議会 

４ 期  日 平成29年６月１日（木）～６月２日（金） 

５ 会  場 道民活動センタービル「かでる２・７」（かでるホ－ルほか） 

６ 参加対象 市町村及び市町村教育委員会職員、各種審議会委員（社会教育委員、生涯学習審議会委員等）、

社会教育関係団体職員、生涯学習関連施設職員、地域コーディネーター 等 
７ プログラム 
 (1) 説  明「北海道における生涯学習･社会教育の推進のために」  

説明：北海道立生涯学習推進センター 
平成29年度から取り扱う研究テーマ「地方創生の時代における社会教育行政の役割～『学び』と『活動』の

循環を促すための方策について～」について、テーマ設定の背景や今後の展開等について、研究の視点や研究
方法等を踏まえて説明する。 

 
 (2) 基調講義「地方創生の時代における社会教育行政の在り方」  

講師：文部科学省生涯学習政策局社会教育官 石 丸 成 人 氏 
     社会教育法の改正を始め、生涯学習・社会教育をめぐる国の動向や社会教育主事、社会教育委員、図書館司

書、社会教育施設職員など地域の生涯学習関係者に求められる内容について共通理解を図る。 
     
 
 (3) パネルディスカッション「地域における『学び』と『活動』のつながりについて」  
        コーディネーター：北海道大学大学院教育学研究院教授     宮 崎 隆 志 氏 
        パ ネ リ ス ト：うらほろスタイル推進地域協議会子どもの想い実現ワークショップ 

座長・浦幌町社会教育委員         髙 室 智 全 氏 
                ：北海道小樽市教育支援活動推進事業運営委員会 
                 コーディネーター             中 川 めぐみ 氏 
                ：芦別市立図書館管理係長（司書）       藤 田 伊津子 氏 
    各社会教育関係者が実践している取組を例に「学び」と「活動」の循環を視点とした事業の在り方について、

事業構築の視点や展開、方向性等のイメージ化を図る。 
 
 (4) 研究協議「『学び』と『活動』をつなげる方策について」 
    「学習」と「活動」が双方向に循環する事業の在り方や「学習」と「活動」の橋渡しをするためのコーディ

ネートの在り方について協議を行う。 
    第１分科会：社会教育主事、生涯学習・社会教育行政担当者  
    ※ 講義「社会教育主事の今日的役割」北海道大学大学院教育学研究院教授 宮 崎 隆 志 氏 
     （冒頭に講義を行います） 
    第２分科会：社会教育委員、生涯学習審議会委員等  
    第３分科会：生涯学習・社会教育施設職員等  
    第４分科会：地域コーディネーター等  
    第５分科会：図書館司書、図書館職員等  
 
（5）社会教育基礎講座 
    生涯学習・社会教育に関する基本的事項や今日的な課題、事業の企画立案から実施と評価の基礎等について講

義や演習を通して学ぶ。（昨年度まで実施した全道社会教育主事等研修会での「社会教育基礎講座」未受講で、
且つ社会教育行政経験４年未満の方を対象とします。） 

 

 (5) 全体会  
                     助言者： 東京大学大学院教育学研究科教授 牧 野   篤 氏 
     それぞれの分科会の協議の概要を全体で共有する。 
 
 (6) 講 演「地域住民の主体的な活動を促すコーディネート機能の在り方について」 
                     講師： 東京大学大学院教育学研究科教授 牧 野   篤 氏 

 

北 海 道 社 会 教 育 セ ミ ナ ー 

＜研究テーマ＞ 

地方創生の時代における社会教育行政の在り方 

～「学び」と「活動」の循環を促すための方策について～ 



    地方創生に向けた様々な取組が求められる中、社会教育行政をはじめ、生涯学習・社会教育に関わる関係者
が、地域住民の主体的な活動を促すために「学習」と「活動」の橋渡しをするコーディネーターとして、どの
ような視点を持ち地域づくりに関わるべきなのかを事例を含めご教示いただく。 

 

８ 日程及び研修内容 
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９ その他 
（１）２日目の「講演」(２単位)を道民カレッジ連携講座として実施します。 
（２）かでるホール前にて、各市町村・道立青少年教育施設等の資料展示を行います。 

(展示を希望される市町村・施設等は電話にて御連絡ください。) 
（３）昼食・休憩の時間（２日目 12:10～12:50）を活用して、「かでるホール」において「道民カレッジ『ほ 

っかいどう学』大学インターネット講座」を上映します。是非、御視聴ください。 
（４）昼食は各自でお願いいたします。(昼食会場を御用意しています。) 
（５）北海道では、６月からクールビズを実施しております。御理解と御協力をお願いいたします。 

 

10  申込み・問い合わせ 
 

 北海道立生涯学習推進センター （尾山・川森・渋谷） 

  〒060-0002  札幌市中央区北２条西７丁目 ８階 
  TEL 011－231－4111（内線）36－328、36－326、36-324   FAX 011－261－7431 

 【電子メールアドレス】 kensyu@manabi.pref.hokkaido.jp  

 ※ 「参加申込書」を送付してください。（郵送・ＦＡＸ・電子メールのいずれか） 
 ※ 開催要項・参加申込書は、生涯学習推進センターホームページのトピックスにより、ダウンロードする

ことができます。 
【ホームページアドレス】 https://manabi.pref.hokkaido.jp/ 生涯学習ほっかいどう 検索 
【申込み締切】   平成２９年５月２４日(水) 

 

 
★ 道民活動センタービル 

  「かでる２・７」案内 
 ○ＪＲ札幌駅より徒歩約１５分 
  北大植物園正門前 
 ○専用駐車場 
  基本料金１時間３００円 
  超過料金３０分毎１５０円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


